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御神前にてご奉仕される武者小路千家官休庵千宗守家元（御本殿）

献茶祭斎行
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千宗屋若宗匠によるお点前武者小路千家ご宗家揃って献茶祭ご奉仕

玉串拝礼末社豊国神社 献茶祭斎行
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香川官休会ご奉仕による副席（社務所奥の間） 官和会ご奉仕による本席（明月舎）

ら献茶祭保存会役員による口切式

による副席（松向軒）
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松向軒保存会ご奉仕艶やかに上七軒歌舞会による副席（上七軒歌舞練場）

長谷幹雄氏・大倉治彦氏・山本源兵衞氏・畑正高氏

宰
さいりょう

領渡辺孝史氏による碾茶の検知

各生産地より献上された御茶壺

御本殿に御供えされた御茶壺と各産地の碾茶

古式ゆかしく御茶壺道中

菓匠会の協賛による飾り菓子展覧（絵馬所）
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市川海老蔵丈　ご挨拶
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餅まき記者会見

延年の舞
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ハーバード大学アジアセンター・クライマン所長に「北野天神縁起絵巻」を贈呈



ハーバード大学創設者像前にて
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贈呈式の様子

ハーバード大学構内風景
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宮司挨拶田辺理事長の講演
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寄贈品を展覧し北野天神縁起絵巻の解説



　

新
年
最
初
の
神
事
。
午
前

七
時
か
ら
宮
司
以
下
神
職
に

よ
っ
て
本
殿
で
斎
行
さ
れ
、

年
頭
に
当
た
り
皇
室
の
弥

栄
・
国
家
国
民
の
隆
盛
・
世

界
平
和
併
せ
て
氏
子
崇
敬
者

の
弥
栄
を
祈
願
す
る
。

　

午
前
九
時
か
ら
本
殿
で
菅
公
御
遺
愛
の
硯

な
ど
を
整
え
、
書
道
の
神
で
も
あ
っ
た
菅
公

の
御
神
徳
を
偲
び
、
こ
の
日
か
ら
神
前
書
き

初
め「
天
満
書
」を
始
め
る
こ
と
を
奉
告
す
る
。

　
「
天
満
書
」
は
、
絵
馬
所
で
四
日
ま
で
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
書
道
の
上
達
を
願
っ

て
力
強
く
書
き
初
め
を
し
、
書
い
た
作
品
を

奉
納
す
る
。
こ
れ
に
家
庭
で
書
き
、
奉
納
さ

れ
た
作
品
を
加
え
、
例
年
約
四
千
点
が
二
十

日
午
後
一
時
か
ら
三
十
日
午
後
三
時
ま
で
西

廻
廊
お
よ
び
絵
馬
所
で
展
示
さ
れ
、
展
示
初

日
に
書
家
の
先
生
方
に
よ
っ
て
審
査
が
行
わ

れ
る
。

　

元
旦
か
ら
神
楽
殿
で
開
催
さ
れ
、
立
花
・
生
花
・

自
由
花
の
形
で
生
け
ら
れ
た
正
月
ら
し
い
生
け
花

が
初
詣
参
拝
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
。
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新
春
奉
納
狂
言
が
午
後
一
時
か
ら
神
楽
殿
で
、

猿
楽
会
と
茂
山
良
暢
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

　

西
陣
の
つ
く
り
も
の
人
形
「
糸
人
形
」
が
楼

門
内
部
左
右
に
展
示
さ
れ
る
。
西
陣
織
工
業
組

合
の
依
頼
に
よ
り
毛
利
ゆ
き
子
西
陣
和
装
学
院

学
長
の
監
修
指
導
の
も
と
同
学
院
と
西
陣
連
合

青
年
会
が
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て
制
作
す
る
。

　

午
前
十
時
か
ら
絵
馬
所
で
行
わ
れ
、
小
学
生

ら
約
四
〇
〇
人
が
そ
ろ
ば
ん
の
上
達
を
願
っ
て

は
じ
き
初
め
を
す
る
。
長
さ
五
・
五
メ
ー
ト
ル
、

四
百
桁
も
あ
る
ジ
ャ
ン
ボ
そ
ろ
ば
ん
が
毎
年
話

題
と
な
る
。

　

一
年
で
最
初
の
御
縁
日
で

あ
り
、
表
参
道
を
始
め
境
内

周
辺
は
、
多
く
の
露
店
が
並

び
ひ
と
き
わ
に
ぎ
わ
う
。
す

で
に
受
験
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ

て
お
り
、
本
殿
前
や
牛
舎
前

は
若
者
の
行
列
が
で
き
る
。
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御土居展望特設舞台から眺めるライトアップされた境内一円

見頃に訪れた多くの参拝者 鶯橋のライトアップ

紅梅殿に展覧した御装束ほか紅梅殿 別離の庭



賑わう茶店

幻想的な雰囲気を造り出した境内夜間拝観

連日多くの参拝者が訪れた境内

新たに設置した御土居展望特設舞台（上）　　御土居展望特設舞台から境内を一望する大勢の来苑者（下）
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一
條
天
皇
行
幸
始
祭
が
、
十
月
二
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
本

殿
で
厳
か
に
斎
行
さ
れ
た
。

　

寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）、
一
條
天
皇
が
初
め
て
当
宮
へ
行

幸
さ
れ
た
日
に
当
た
り
、
長
き
に
わ
た
っ
て
こ
の
日
に
祭
典
が

斎
行
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
三
年
に
祭
典
は
途
絶

え
、
行
幸
以
来
千
十
年
の
節
目
に
当
た
る
一
昨
年
、
約
六
十
年

ぶ
り
に
再
興
さ
れ
た
。

　

橘
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
安
泰
、

天
神
信
仰
の
一
層
の
昂
揚
を
祈
願
し
た
。
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『
重
陽
後
一
日
』
の
名
高
い
詩
を
作
ら
れ
た
菅
原
道
真
公
を
し
の
ぶ
余
香
祭

が
十
月
二
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
本
殿
で
斎
行
さ
れ
、
こ
の
後
、
恒
例
の
献
詠

歌
披
講
式
が
古
式
ゆ
か
し
く
行
わ
れ
た
。

　

菅
公
は
右
大
臣
だ
っ
た
昌
泰
三
年（
九
〇
〇
）九
月
、清
涼
殿
の「
重
陽
の
宴
」

に
召
さ
れ
、「
秋
思
」の
詩
を
詠
ま
れ
、感
銘
さ
れ
た
醍
醐
天
皇
か
ら
御
衣
を
賜
っ

た
。
一
年
後
、
管
公
は
配
流
先
の
大
宰
府
で
そ
の
時
の
栄
華
を
追
想
さ
れ
「
去

年
の
今
夜
清
涼
に
侍
す 
秋
思
の
詩
篇
独
り
腸
を
断
つ 

恩
賜
の
御
衣
今
茲
に
在

り 

捧
持
し
て
毎
日
余
香
を
拝
す
」
と
の
『
重
陽
後
一
日
』
の
名
詩
を
作
ら
れ
た
。

　

余
香
祭
は
こ
の
故
事
に
ち
な
む
祭
典
で
、
久
し
く
途
絶
え
て
い
た
が
、
大
正

八
年
以
来
重
陽
の
節
句
の
旧
暦
九
月
九
日
を
新
暦
に
換
算
し
、
毎
年
こ
の
日
に

斎
行
さ
れ
て
い
る
。

　

献
詠
披
講
式
は
余
香
祭
の
日
の
恒
例
行
事
で
、
今
年
の
兼
題
は
「
鹿
」。
全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
献
詠
の
中
か
ら
濱
崎
加
奈
子
氏
（
歌
人
、
公
益
財
団
法
人

有
斐
斎
弘
道
館
館
長
）
選
に
よ
る
十
三
首
を
向
陽
会
（
冷
泉
為
弘
会
長
）
の
会

員
ら
六
人
が
車
座
と
な
り
、
綾
小
路
流
の
独
特
の
節
回
し
で
披
講
し
た
。

　

神
前
に
は
黄
色
と
白
の
菊
花
が
供
え
ら
れ
、
神
職
・
向
陽
会
員
ら
は
烏
帽
子

に
小
菊
を
か
ざ
し
て
祭
典
の
奉
仕
に
当
た
っ
た
。

　

第
七
回
北
野
大
闘
茶
会(

京
都
市
茶
業
組
合
・
京
都

市
茶
業
青
年
会
主
催)

が
、
十
月
十
八
日
午
前
十
時
か

ら
絵
馬
所
で
開
催
さ
れ
た
。

　

闘
茶
は
、
名
前
を
秘
し
た
五
種
類
の
お
茶
を
飲
ん

で
茶
の
種
類
を
当
て
る
と
い
う
室
町
時
代
に
流
行
し

た
優
雅
な
遊
び
で
、
三
年
前
か
ら
お
茶
と
縁
が
深
い

当
宮
の
絵
馬
所
が
会
場
に
な
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
小
澤
成
介
組
合
長
を
は
じ
め
茶
業
組
合

関
係
者
ら
約
二
十
名
の
運
営
の
も
と
、
昨
年
の
二
倍

の
六
十
二
人
が
参
加
し
、
ま
ず
玉
露
・
煎
茶
各
二
種
類
、

粗
茶
一
種
類
の
葉
の
に
お
い
を
か
い
だ
後
、
各
茶
を
三
回
ず
つ
味
わ
っ
て
茶
の
種
類

当
て
を
競
っ
た
。
そ
の
結
果
、
十
五
点
満
点
中
九
点
を
挙
げ
た
女
性
が

一
位
と
な
り
、
加
藤
迪
夫
権
宮
司
か
ら
北
野
天
満
宮
賞
を
受
け
た
。



　

新
嘗
祭
が
十
一
月
二
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
本
殿
で
氏

子
崇
敬
者
ら
の
参
列
の
下
、
厳
か
に
斎
行
さ
れ
た
。

　

新
穀
に
感
謝
す
る
新
嘗
祭
の
歴
史
は
古
く
、『
日
本
書
紀
』

皇
極
天
皇
元
年
十
一
月
十
六
日
の
条
に
は
、
天
皇
だ
け
で

な
く
皇
族
や
豪
族
も
、
そ
れ
ぞ
れ
新
嘗
の
神
事
を
行
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
現
在
に
至
る
も

宮
中
恒
例
の
祭
典
の

中
で
最
も
重
要
な
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

神
前
に
今
年
収
穫

し
た
稲
穂
や
米
、
醸

造
さ
れ
た
ば
か
り
の

白
酒
を
始
め
海
・
川
・

山
の
幸
を
献
じ
て
豊

作
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
氏
子
崇
敬
者
の

家
内
安
全
・
家
業
繁

栄
を
祈
願
し
た
。
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十
月
か
ら
十
一
月
の
終
わ
り
に
か
け
七
五
三
詣
の
親
子
連
れ

の
参
拝
が
目
立
ち
、
境
内
の
あ
ち
こ
ち
で
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
弾
け
た
。

　

ピ
ー
ク
は
例
年
通
り
十
月
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
と
な
り
、
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
中
心
に
親
に
手
を
引
か
れ
た
子
ど
も
た
ち

で
賑
わ
い
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
羽
織
・
袴
や
振

袖
姿
も
あ
り
、「
か
わ

い
い
」
の
声
が
あ
ち

こ
ち
で
上
が
り
、
参

拝
者
の
向
け
る
カ
メ

ラ
に
ポ
ー
ズ
を
と
る

子
ど
も
も
い
た
。

　

昇
殿
参
拝
し
、
神

妙
な
表
情
で
ご
祈
祷

を
受
け
た
後
、
授
与

品
の
千
歳
飴
を
持
っ

て
境
内
を
歩
き
回
る

子
ど
も
の
姿
に
、
付

き
添
い
の
親
た
ち
は

目
を
細
め
て
い
た
。
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平
成
二
十
八
年
の
干
支
、
申
を
描
い
た
大
絵
馬
が
十
二
月

八
日
夕
刻
、
楼
門
に
取
り
付
け
ら
れ
、
一
足
先
に
正
月
ム
ー

ド
が
漂
っ
た
。

　

申
の
大
絵
馬
は
、
例
年
通
り
日
本
画
家
の
三
輪
晃
久
画
伯

が
原
画
を
描
い
た
も
の
で
、
桧
材
を
使
い
、
幅
三・
三
メ
ー

ト
ル
・
高
さ
二・二
五
メ
ー
ト
ル
・
厚
さ
三・五
セ
ン
チ
。
総

重
量
約
百
二
十
キ
ロ
と
い
う
大
き
な
も
の
。
こ
の
日
、神
職・

宮
大
工
十
人
が
か
り
で
運
び
込
み
取
り
付
け
た
。「
も
う
正

月
ム
ー
ド
だ
」
と
参
拝
者
が
作
業
を
見
守
っ
て
い
た
。

　

な
お
こ
の
図
柄
を
用
い
た
干
支
絵
馬
が
、
事
始
め
の
十
二

月
十
三
日
か
ら
新
年
の
縁
起
物
と
し
て
枚
数
限
定
で
授
与
さ

れ
た
。

　

元
旦
の
祝
膳
に
使
わ
れ
る
大
福
梅
の
授
与
が
十
二
月

十
三
日
の
事
始
め
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

大
福
梅
は
、
元
旦
の
祝
膳
で
白
湯
や
初
茶
の
中
に
入

れ
て
い
た
だ
き
、
邪
気
を
払
い
一
年
間
の
健
康
を
祈
る

縁
起
物
。
梅
と
ゆ
か
り
の
深
い
当
宮
境
内
の
約
千
五
百

本
の
梅
の
木
か
ら
採
取
し
た
梅
の
実
を
塩
漬
け
・
天
日

干
し
に
し
て
調
製
し
た
も
の
に
裏
白
を
添
え
、
奉
書
紙

に
包
ん
で
の
授
与
。

　

平
安
時
代
、
村
上
天
皇
の
御
代
の
天
暦
五
年

(

九
五
一)

疫
病
流
行
の
折
、
天
皇
も
病
に
罹
ら
れ
た
が
、

こ
の
お
茶
を
飲
ん
で
平
癒
さ
れ
た
と
の
故
事
に
ち
な
ん

で
お
り
、「
毎
年
お
正
月
は
、
大
福
梅
を
入
れ
た
お
茶

を
飲
む
の
が
習
わ
し
」
と
い
う
人
も
多
く
、
初
日
か
ら

授
与
所
は
行
列
が
で
き
た
。

　

初
詣
参
拝
者
の
応
接
に
当
た
る
正
月
巫
女
奉
仕
者

の
研
修
会
が
、
十
二
月
六
日
午
後
二
時
か
ら
社
務
所
大

広
間
な
ど
で
行
わ
れ
、
約
八
十
人
の
学
生
が
神
職
か
ら

参
拝
者
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て
み
っ
ち
り
学
ん
だ
。

　

参
加
し
た
学
生
は
、
ま
ず
白
衣
・
緋
袴
の
巫
女
姿
と

な
り
、
本
殿
に
昇
殿
参
拝
し
て
お
祓
い
を
受
け
、
無
事

に
初
詣
参
拝
者
の
応
接
が
務
め
ら
れ
る
よ
う
祈
っ
た
。

　

こ
の
後
、
社
務
所
大
広
間
な
ど
で
神
職
か
ら
境
内

の
説
明
な
ど
を
聞
き
、
参
拝
者
に
授
与
す
る
お
守
り

や
お
札
の
概
要
を
学
び
、
受
け
渡
し
を
す
る
際
の
心

得
に
つ
い
て
も
指
導
を
受
け
た
。

　

正
月
に
は
、
授
与
所
な
ど
で
直
接
参
拝
者
と
触
れ

合
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
だ
け
に
、
参
加
し

た
学
生
は
、
み
ん
な
真
剣
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　

招
福
の
梅
の
枝
「
思
い
の
ま
ま
」
の
奉
製
が
、

元
日
午
前
零
時
か
ら
の
授
与
に
向
け
、
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
た
。

　
「
思
い
の
ま
ま
」
は
、
境
内
の
梅
の
木
で
剪
定

さ
れ
た
梅
の
枝
に
、
菅
公
を
し
の
ぶ
梅
花
祭
で

神
前
に
供
え
る
特
殊
神
饌
の
調
製
に
用
い
る
厄

除
け
の
玄
米
が
入
っ
た
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
取
り
付

け
、「
家
庭
に
春
の
訪
れ
と
幸
せ
を
呼
び
寄
せ
て

ほ
し
い
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
水

の
入
っ
た
花
瓶
に
枝
を
さ
し
て
お
く
と
、
早
春

に
花
が
咲
き
、「
天
神
さ
ん
の
ご
利
益
を
い
た
だ

い
た
気
が
す
る
」
と
、
当
宮
な
ら
で
は
と
い
え

る
初
詣
参
拝
者
に
人
気
の
高
い
授
与
品
と
な
っ

て
い
る
。



　

京
都
市
自
治
記
念
式

典
が
十
月
十
五
日
、
京

都
市
左
京
区
の
京
都
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、「
北
野
七
夕
祭
」

を
成
功
さ
せ
た
北
野
紙

屋
川
七
夕
祭
実
行
委
員

会
が
表
彰
さ
れ
、
委
員

会
を
代
表
し
て
当
宮
神

職
が
表
彰
状
を
受
け

取
っ
た
。

　
「
北
野
七
夕
祭
」
は
、

京
都
市
が
行
っ
て
い
る
「
京
の
七
夕
」
に
協
賛
す
る
形
で
、
実
行
委
員
会
（
上

七
軒
歌
舞
会
・
上
七
軒
匠
会
・
北
野
門
前
菅
公
会
・
北
野
天
満
宮
神
若
会
・
北

野
天
満
宮
）
を
組
織
し
、
八
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
初
め
て
独
自
に
北
野
紙
屋

川
会
場
と
し
て
実
施
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
門
川
大
作
京
都
市
長
も
駆
け
付
け
、
お
練
り

に
加
わ
っ
た
。
当
宮
で
は
期
間
中
、
史
跡
御
土
居
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
無
料
公

開
す
る
と
と
も
に
乳
幼
児

の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願

う
「
泣
き
相
撲
」
を
開
催

す
る
な
ど
、
多
彩
な
行
事

で
盛
り
上
げ
た
。

　

こ
う
し
た
北
野
紙
屋
川

七
夕
祭
実
行
委
員
会
の
取

り
組
み
が
京
都
の
ま
ち
の

活
性
化
に
繋
が
る
と
し
て

の
表
彰
と
な
っ
た
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
京
都
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

（
五
十
川
繁
会
長
）
が
運
営
す
る
京
都
少
年
フ
ッ
ト

サ
ル
リ
ー
グ
は
、
十
一
月
二
十
九
日
、
京
都
市
左

京
区
の
宝
ヶ
池
フ
ッ
ト
サ
ル
場
で
「
第
一
回
北
野

天
神
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
」
を
開
催
し
、
熱
戦

の
末
、
修
学
院
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
イ
エ
ロ
ー
が
優
勝
し
た
。

　

小
学
校
六
年
生
（
Ｕ―

12
）
の
部
の
八
チ
ー
ム

の
総
当
た
り
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
こ
の
日
は

選
手
交
代
自
由
と
あ
っ
て
各
チ
ー
ム
と
も
、
ど
ん

ど
ん
新
し
い
選
手
を
投
入
し
た
た
め
、
日
ご
ろ
は

ピ
ッ
チ
に
立
て
な
い
子
ど
も
も
出
場
し
、
元
気
一

杯
走
り
、
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
。

　

Ｕ―

12
の
部
は
、
こ
の
日
が
今
年
の
最
終
戦
と
あ
っ
て
保
護
者
の
応
援
も
多
く
、

大
き
な
声
援
が
ピ
ッ
チ
の
子
ど
も
た
ち
の
動
き
を
後
押
し
し
た
。

　

三
チ
ー
ム
が
六
勝
一
敗
（
勝
点
18
）
で
並
ん
だ
が
、
得
失
点
差
で
修
学
院
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
イ
エ
ロ
ー
が
優
勝
。
準
優
勝
が
Ａ
Ｓ
／
ラ
ラ

ン
ジ
ャ
京
都
Ｒ
ｉ
ｏ
、
三
位
が
修
学
院
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ブ

ル
ー
、
四
位
が
三
勝
四
敗
（
勝

点
９
）
の
南
太
秦
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
を
受
け
た
。

　

他
の
参
加
チ
ー
ム
は
、
以
下

の
通
り
。

ラ
ン
フ
ァ
ン
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、春
日
野
ク
ラ
ブ
Ｂ
、

春
日
野
ク
ラ
ブ
Ａ
、
ｇ
ａ
ｔ
ｔ

フ
ッ
ト
サ
ル
ス
ク
ー
ル

「
北
野
七
夕
祭
」
が
京
都
市
か
ら
表
彰

　
　
　
　
│
│
│
「
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
活
動
」
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「陸路西下」の段

「海路西下」の段
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寒紅梅照水梅
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重
要
文
化
財
「
絹
本
著
色
舞
楽
図
」（
二
）

　
　
　

―

神
楽
舞
図―

神楽舞図（縮図）
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舞楽図（神楽舞図）
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